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☆ いろいろな口遊びがあるよ！ 
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子どもの遊びを考えてみましょう。子どもの学び
は、耳からではなく経験から得ると３月の知恵袋に
書きました。豊かな実体験を感情と共に経験する事
が大事だとされます。学校ではアクティブ・ラーニ
ングと呼ばれ重要視されています。 
子どもは初めての事に次々と出会っていきます。

分からないから分かるまで、出来るまでやってみよ
うと「試行錯誤」します。この過程を面白い、楽し
いと思える事が、次々と意欲的に取り組む姿勢にな
ります。 
では大人の役割は？ 

この過程を一緒に楽しみましょう。「そう考えたの
か」と子どもの思いや行為を受け止めてみると子ど

ものやっている事が面白くみえてくるでしょう。 

ことば遊び ～口遊びをしよう！～ 

お子さんが、しっかり食べたり、正しい発音で話したりできるのは、口をしっかり動かすことができ

るからです。口の使い方を身に付けることで、「食べる力」「話す力」へとつながっていきます。今回

は、口の機能を育てる「口遊び」を紹介します。ぜひ、ご家族みなさんで、遊んでください。 

１１日 
 

★ 発達、就園・就学等の相談がありましたら、上記に 

ご連絡ください。 

～口唇を使う遊び～ 

・シャボン玉 

・かざぐるま 

・吹き戻し 

・吹き上げパイプ 

・ゴム風船 

・紙風船 

・吹きゴマ 

～舌を使う遊び～ 

・なめる（アイスなど） 

・前に突き出す 

・あっかんベー 

・左右・上下に動かす 

・頬を内側から押す 

・歯を舐める 

・舌を鳴らす 

～口の周りを使う遊び～ 

・にらめっこ 

・かおじゃんけん 

・ぶくぶくうがい 

ゴム風船と紙風船では、息を出す力が違いま

す。紙風船は息を強く出しすぎると、風船が

破れてしまいます。口をしっかりすぼめて、

息の出し方を調節しながら遊びましょう！ 

アイスや棒付きキャンデーを舐める時

は、お菓子を動かさずに、舌を上下に動

かすようにして舐めましょう！ 

口の周りや頬をしっかり動かします。

手を使ってほぐすことも大事です！ 

これらの口遊びは、ことばの教室でも実際に行

っています。今後の知恵袋でも詳しく紹介して

いきます。コロナ禍のマスク生活で、口を閉め

る力が不足しがちです。ぜひご家族みなさん

で、口の機能を高めていきましょう！ 

「これはどうだろう」と提案、モデルを示すのはそ

の後で。大人も子どもと一緒に遊び、脳を活性化し

ませんか。 


